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●10月25日　第9回わく・湧く・ワークシ
ョップ「イメージワークとメディテーショ
ンの夕べ」（於：京都大学稲盛財団記念館3
階小会議室1）。
●10月26日　癒し空間プロジェクト＋平安
京生態智研究会（於：京都大学稲盛財団記
念館3階大会議室）。発表：須田郡司（写真
家）「石の聖地の比較研究」、鎌田東二「水
の聖地・天河大辧財天社の癒し空間と台風
12号による被害状況報告」。
●11月17日　癒し空間の総合的研究・平安
京生態智／寒川神社研究会「縄文遺跡と延
喜式内社～縄文中期最大の住居跡・岡田遺
跡と寒川神社、勝坂遺跡と有鹿神社との関
係について」（於：稲盛財団記念館大会議
室）。講師：小林達雄（國學院大學名誉教
授・縄文考古学）、鎌田東二「癒し空間と延
喜式内社の研究について」。
●11月23日　ワザとこころ ― 葵祭から
読み解く（於：京都大学稲盛財団記念館3階
大会議室）。第1部　映画上映『京都歳時記
葵祭』、講演：大重潤一郎（映画監督、NPO
法人沖縄映像文化研究所理事長）「京の祭り
と沖縄の祭りを比較して」。第2部　ミニ講
演とパネルディスカッション：嵯峨井建（賀
茂御祖神社禰宜・神社祭祀研究）「下鴨神社

（賀茂御祖神社）の葵祭と神饌」、村松晃男
（賀茂別雷神社権禰宜・NPO法人葵プロジェ
クト理事・事務局長）「上賀茂神社（賀茂別
雷神社）の葵祭と競馬と葵」、やまだようこ

（京都大学大学院教育学研究科教授・発達心
理学）「京の祭りのワザとこころを探る」、司
会進行：鎌田東二。主催：京都府／こころの
未来研究センター、後援：古典の日推進委員
会。
●11月24日　第2回こころ観＋ワザ学研究
会＋負の感情研究会合同研究会「沖縄・久
高島のワザとこころ～その過去と現在」

（於：京都大学稲盛財団記念館3階大会議
室）。第1部　映画上映：『久高オデッセイ
第二部　生章』、『水の心』。第2部　講演：
大重潤一郎「久高島のワザとこころ」、須藤
義人（沖縄大学専任教師）「沖縄の民俗文
化・祭祀芸能文化におけるワザの伝承につ
いて」、坂本清治（久高島留学センター代
表）「久高島山村留学と負の感情の乗り越え
と成長」。指定討論者：やまだようこ（京都
大学教育学研究科教授）。第3部　パネル
ディスカッション・質疑応答。司会進行：
鎌田東二。
●12月8日　第3回「進化と文化とこころ」
研究会（於：京都大学・吉田南キャンパス・
総合人間学部棟1103教室）。話題提供：清水
裕士（広島大学大学院総合科学研究科）「友
情を支える適応論的メカニズム」。
●12月10日　こころの未来研究センター研
究報告会2011「こころを知り未来を考える

～絆（きずな）をつくるこころ～」（於：京
都大学稲盛財団記念館3階中会議室、ポス
ター会場：小会議室Ⅰ・Ⅱ）。（本誌32～34
頁参照）。
●12月15日　第4回「進化と文化とこころ」
研究会（於：京都大学・吉田南キャンパス・
総合人間学部棟1103教室）。話題提供：三
船恒裕（神戸大学／日本学術振興会）「進化
で解き明かす集団内利他行動」。
●2012年1月7日 “Workshop on Evolution，
Culture， and Reasoning”（於：京都大学稲盛
財 団 3F 中 会 議 室 ）。 講 演 者：Laurence 
Fiddick（Lakehead University）、 演 題：“A 
Modular Account of Open and Closed 
Societies”。
● 1 月12日・13日「Japan-France Joint 
Symposium on Neural Dynamics and 
Plasticity：from Synapse to Network（神
経ダイナミクスと可塑性：シナプスから神経
回路まで）（於：京都大学稲盛財団記念館3
階大会議室）。Introduction， Shintaro 
Funahashi，第1部: Kei Watanabe，“Prefrontal 
neural correlates of cognitive capacity 
limitation and its adaptive allocation 
revealed by a dual-task paradigm.” Tadashi 
Ogawa （Kyoto University Graduate School of 
Medicine）， “Prefrontal activity during trial-
and-error knowledge updating.” Min Whan 
Jung （Ajou University School of Medicine， 
South Korea），“Neural activity related to 
value-based decision making in rodent frontal 
cortex.”Thomas Boraud （University of 
Bordeaux，France）， “Multimodality 
decision making process in the cortex-
basal ganglia loop.” 第 2 部 : Yoshikazu 
Isomura （Tamagawa University Brain Science 
Institute）， “Intracortical mechanism of 
voluntary movements.”Gianluigi Mongillo 

（Universite de Paris Descartes， France）， 
“Balanced network model for working 
memory.” Tomoki Fukai （RIKEN Brain Science 
Institute），“A bistable model of logarithmic 
STDP underlies working memory.” David 
Hansel （Universite de Paris Descartes， 
France）， “Some aspects of computation in 
cortical networks in balanced states.”第3部: 
Hiroyuki Ito （Kyoto Sangyo University），
“Correlated trial variability in cat visual cortex 
and the possibility of their stimulus 
dependences.” Shigeru Shinomoto （Kyoto 
University Graduate School of Science），
“Reading neuronal spike trains.” Carl van 
Vreeswijk （Universite de Paris Descartes， 
France），“Some aspects of computation in 
cortical networks in balanced states.” Jeff 
Wickens （Okinawa Institute of Science and 
Technology），“Plasticity and neural dynamics 

in the corticostriatal network.” Arthur Leblois 
（Unversite de Paris Descartes，France），
“Dopamine modulates information flow 
through the basal ganglia and regulates 
behavioral variability.”
● 1 月18日　第10回わく・湧く・ワークシ
ョップ「イメージワークとメディテーショ
ンの夕べ」（於：京都大学稲盛財団記念館 3
階小会議室 1 ）。
●1月24日　震災関連第2回研究会「災害
時における宗教的ケアと宗教的世直し思想
について」（於：京都大学百周年時計台記念
館2階会議室Ⅲ）。発表者：鈴木岩弓（東北
大学教授・宗教民俗学）、金子昭（天理大学
教授）。コメンテーター：島薗進（東京大学
教授）、稲場圭信（大阪大学准教授）、井上
ウィマラ（高野山大学准教授）、司会進行：
鎌田東二。
● 1 月27日　「身心変容技法の比較宗教学
― 心と体とモノをつなぐわざの総合的研
究」一般公開シンポジウム（於：京都大学
稲盛財団記念館 3 階大会議室）。第 1 部　
基調講演：内田樹（神戸女学院大学名誉教
授・凱風館館長）「身心変容としての武道と
芸道～合気道と能を中心に」、第 2 部　基調
講演：町田宗鳳（広島大学大学院総合科学
研究科教授）「禅と念仏の身心変容技法」、
第 3 部　指定討論：斎木潤（京都大学大学
院人間・環境学研究科教授）、棚次正和（京
都府立医科大学医学研究科教授）。司会：鎌
田東二。
● 2 月29日　第 1 回「食育」研究会「19世
紀末から20世紀初頭における神秘主義と
食・農業実践の接近」（於：京都大学稲盛財
団記念館 3 階小会議室 1 ）。企画・司会：
大石高典（京都大学アフリカ地域研究資料
センター研究員）。話題提供：藤原辰史（東
京大学大学院農学生命科学研究科講師・農
業史）「近代ドイツの食の思想 ─ シュタ
イナーとバウハウスを手がかりに」、鎌田東
二「大正・昭和初期の食思想と食運動―宮
沢賢治と出口王仁三郎（大本）と岡田茂吉

（世界救世教）を中心として」。コメント：
大石和男（京都大学大学院農学研究科助
教・農本思想）、小田雄一（日本学術振興会
特別研究員・宗教社会学、フードファディ
ズム研究）。
● 3 月 1 日　当センター連携MRI研究施設
にfMRI装置搬入。
● 3 月 2 ～ 4 日　2011年度こころの科学
集中レクチャー（於：京都大学稲盛財団記
念館 3 階中会議室）。講師：北山忍（ミシ
ガン大学心理学部教授／文化・認識プログ
ラム所長）、安藤寿康（慶應義塾大学文学部
教授）、亀田達也（北海道大学大学院文学研
究科教授／社会科学実験研究センター長）。

センターの動向（2011年10月〜2012年3月＊敬称略）	


